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再 評 価 調 書（案） 

Ⅰ 事業概要 

事 業 名 都市公園事業 

地 区 名 名古屋都市計画公園 ９・６・１号 愛
あい

・地球
ちきゅう

博
はく

記念
き ね ん

公
こう

園
えん

事業箇所 長久手市茨ヶ廻間
いばらがばさま

事業のあ

らまし 

愛・地球博記念公園は、愛知県長久手市において開催された２００５年日本国際博覧会（愛

知万博）の会場跡地に整備を進めている大規模公園（広域公園）である。 

本公園を含む周辺一帯は、名古屋市近郊にありながら身近な里山の自然と親しむことができ

る地区であり、愛知万博以前は、愛知青少年公園として多くの県民に親しまれてきた。 

本公園は、従前の愛知青少年公園が担ってきた役割を踏まえつつ、愛知万博の理念と成果を

継承・発展させる新たな公園を目指しており、県民参加や多様な交流機会の創出の場となる施

設整備を進めている。更に、防災面では、愛知県地域防災計画において県内唯一の中核広域防

災活動拠点に位置づけられており、全県に及ぶ災害や大都市の災害発生時の応援部隊や救援物

資等の集結・集積活動拠点として重要な役割を担っている。 

本公園事業は、２００２年に都市計画決定及び事業着手し、愛知万博の翌年（２００６年）

には、部分供用開始を行い、現在までに全体の約８割にあたる約１５１．４ｈａを供用するに

至っている。今後、未整備区域については、防災面の役割や重要度も十分に認識したうえで計

画的な整備を進め、早期の全面供用を目指して行く。 

また、公園内の５エリア（7.1ha）において、スタジオジブリ作品の世界観を表現した「ジブ

リパーク」が開業する予定であり、愛知青少年公園時代から連綿と受け継いできた本公園の目

指す姿を進化させることとしている。 

事 業 目

標 

【達成（主要）目標】 

◇県民と行政のパートナーシップ活動（県民協働）の場の創出 

◇レクリエーション・健康づくりの場、環境学習拠点の創出 

◇中核広域防災活動拠点としての活動展開を考慮した空間形成・施設整備 

計画変更

の推移 

事前評価時
（2001年） 

再評価(1回目)
（2011年） 

再評価（2回目）
（2016年） 

再評価（3回目）
（2021年）

変動要因の分析 

事業期間 2002～2010 2002～2014 2002～2021 2002～2026 ジブリパーク関連施設の内訳

項 目 
事業費
（億円）

北エントランス周辺 ４７．０

休憩所・園路等 ２９．５

供給処理施設等 １６．０

合計 ９２．５

※その他増額は、資材・労務

費単価の上昇によるもの 

事業費(億円) １９０．０ ２５０．０ ２５５．０ ３５１．０

経費
内訳

工事費 １９０．０ ２５０．０ ２５５．０ ３５１．０ 

用補費 － － － －

その他 － － － － 

事業内容 

広域公園の整備 
事業規模：194.2ha
【主な施設】 
◇園路（5.1ha） 

◇広場（18.9ha） 

◇植栽（9.8ha） 

◇日本庭園（7.0ha）

◇フィールドセンター 

◇駐車場（3.3ha）

◇廃棄物再生利用施設

◇遊具 

◇プール・スケート場

◇野球場（0.5ha）

◇テニスコート(約1.2ha）

◇ｷｬﾝﾌﾟ場（6.0ha）

◇中央管理施設

広域公園の整備 
事業規模：194.2ha
【主な施設】 
◇園路（15.3km） 

◇広場（26.6ha） 

◇植栽（9.8ha） 

◇日本庭園（7.0ha）

◇フィールドセンター

◇駐車場（9.3ha）

◇廃棄物再生利用施設

◇自然体感遊具 

◇プール・スケート場

◇野球場（３面） 

◇テニスコート（８面）

◇ｷｬﾝﾌﾟ場（6.0ha）

◇多目的球技場 

◇地球市民交流センター

◇愛・地球博記念館

◇備蓄倉庫 

◇西口休憩所

広域公園の整備 
事業規模：194.2ha
【主な施設】 
◇園路（15.3km） 

◇広場（26.6ha） 

◇植栽（9.8ha） 

◇日本庭園（7.0ha）

◇フィールドセンター

◇駐車場（9.3ha）

◇廃棄物再生利用施設

◇自然体感遊具 

◇プール・スケート場

◇野球場（３面） 

◇テニスコート（８面）

◇ｷｬﾝﾌﾟ場（6.0ha）

◇多目的球技場 

◇地球市民交流センター

◇愛・地球博記念館

◇備蓄倉庫 

◇西口休憩所 

◇あいちサトラボ 

◇野外ステージ

広域公園の整備 
事業規模：194.2ha
【主な施設】 
◇園路（15.3km） 

◇広場（26.6ha） 

◇植栽（9.8ha） 

◇日本庭園（7.0ha）

◇フィールドセンター

◇駐車場（9.3ha） 

◇廃棄物再生利用施設

◇自然体感遊具 

◇スケート場 

◇野球場（３面） 

◇テニスコート（８面）

◇多目的球技場 

◇地球市民交流センター

◇愛・地球博記念館

◇備蓄倉庫 

◇西口休憩所 

●三日月休憩所 

◇あいちサトラボ 

◇野外ステージ  

(以下再整備) 
●北エントランス周辺 
●休憩所・園路等 

●供給処理施設等

○ジブリパークの整備に

伴い、公園施設の配置計

画を再検討し、 

① キャンプ場整備予定

地とプール跡地などにジ

ブリパーク５エリア

（7.1ha）を整備。 

② ジブリパーク関連
施設の整備(再整備) 

を行うこととした。 

○なお、従前計画中の、

イベントや防災に関す

る施設は概ね完成して

いる。 

凡例 

◇：従前計画施設 
●：ジブリパーク関連施設

（今回追加）

（別紙）
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Ⅱ 評価

①

事

業

の

必

要

性

の

変

化

1) 必

要

性

の

変

化

【事業採択時（２００１年）の状況】 

・少子高齢化の進展やライフスタイルの多様化、公園周辺における都市化の進展や防災に対す

る意識の高まりなどを背景に、新たな公園ニーズへの対応が求められていた。また、「自然の

叡智」をテーマに開催する「２００５年日本国際博覧会（愛知万博）」の主会場となることを

契機に、これまでの愛知青少年公園が担ってきた青少年の健全育成の継続と発展を図りつつ、

国際博覧会の理念と成果を継承する公園整備が求められていた。 

【再評価１回目（２０１１年）の状況】 

・２００４年～２００６年に開催された「２１世紀にふさわしい公園づくり委員会」、博覧会の

理念と成果を継承する場についての検討を行った「愛・地球博 理念継承エリア検討委員会」

において、愛知万博の成果である「市民参加・市民協働」を継承する新たな整備・活用の目標

がまとめられ、持続可能な社会を念頭においた、県民参加や多様な交流の機会を創出する施設

整備が求められていた。 

・防災面では、２０１０年度に「愛知県地域防災計画」に定める中核広域防災活動拠点に位置づ

けられ、東日本大震災を教訓に、災害時の復旧･復興活動の中枢を担う機能充足が急務となっ

ている。 

・このほか、２０１０年度のＣＯＰ１０の開催・愛知目標の採択等を背景に、豊かな生物相を育

む里地里山環境を活かした自然との触れ合いや環境保全・育成活動等の機会を創出すること

が求められている。 

【再評価２回目（２０１６年）の状況】 

・愛知万博の成果「市民参加・市民協働」を具現化する県民と行政のパートナーシップ（県民協

働）活動として、「県民公園づくり空間」を対象に、公募で集まって頂いた県民とワークショ

ップ手法で整備内容を検討し、里山空間の一体的な利活用・里山づくり体験の場となる体験学

習施設「あいちサトラボ」の整備を決定した。あいちサトラボは、「農のエリア」「森のエリア」

「先人の知恵エリア」から構成する計画としてまとめ、２０１３年６月に「農のエリア」の一

部を供用開始した。現在、県民を中心に組織されたボランティア団体「あいちサトラボ里山開

拓団」と、県及び指定管理者との協働の管理運営のもと、四季折々に農体験ができる県民参加

イベントを積極的に実施している。今後は、森のエリア、先人の知恵エリアについて、ボラン

ティア団体との協働による管理運営を念頭に置きながらの具体的な施設の検討・設計を行い、

施設整備を進め、整備効果の向上を図っていく。 

・キャンプ場は、前身の青少年公園時代から大都市近郊で身近に野外活動を親しむことができ

る人気施設であり、現在も依然としてニーズが高い。そこで、現代にふさわしいキャンプ場に

すべく、関連団体や公園利用者のニーズを踏まえ、管理運営及び設計を進め、施設整備を進め

て行く。 

・防災面では、「愛知県地域防災計画」において、県内唯一の中核広域防災活動拠点に位置づけ

られており、全県に及ぶ災害や大都市の災害時における応援部隊や救援物資等の集結・集積活

動拠点として重要な役割を担っている。さらに、東日本大震災の教訓や南海トラフ地震に係る

新たな被害想定を踏まえ２０１４年１２月に策定された「第３次あいち地震対策アクション

プラン」において、広域避難場所等となる公園緑地整備の推進、災害時の復旧・復興活動の中

枢を担う機能充足等が掲げられなど、着実な事業の推進及び早期全面供用の必要性が一層高

まってきている。 

【再評価３回目（２０２１年）の状況】 

・ジブリパークは、愛知万博の理念と成果を将来にわたって継承していくものである。また、都

市公園としての機能とジブリパークが共存し、かつ有機的に結びつくことで相乗効果が生ま

れ、新たな都市公園の魅力が創出されることが期待される。イベントや防災に関する施設が概

ね完成していることを踏まえ、今後はジブリパークの開業に合わせて関連する休憩所や園路

などの公園施設を再整備する。

【変動要因の分析】 

 ・ジブリパークは、３エリア（青春の丘、ジブリの大倉庫、どんどこ森）を２０２２年秋に、残

りの２エリア（もののけの里、魔女の谷）を概ねその１年後に開業する予定である。ジブリパ

ークを目的とした来場者は年間約１８０万人を想定しており、愛・地球博記念公園の既存来場

者を合わせると、年間約２８０万人にもなり、現在時点の来場者約１５０万人の約 １．９倍

の人数になることが見込まれている。 
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判定 

Ａ 
A： 前回評価時に比べ必要性が増大している。 

B： 前回評価時に比べ必要性にほとんど変化がない。 

C： 前回評価時に比べ必要性が著しく低下している。 

【理由】 

・ジブリパークの開業に伴い増加する来場者に対応するため、案内所や休憩所、園路等の整備が

必要である。 

・都市公園としての本公園とジブリパークの相乗効果を最大限に発揮するためには、ジブリ作

品の雰囲気を損なうことがないようジブリパーク施設と調和した公園施設を整備する必要が

ある。 

②

事

業

の

進

捗

状

況

及

び

見

込

み

1) 

進捗状

況 

【事業計画及び実績】 

【進捗率】 

※）県営愛知青少年公園の再整備のため、用補費は不要。 

【施工済みの内容】 

 ・２０２０年度末の時点で、全体の公園区域（約１９４．２ｈａ）の内、１５１．４ｈａを供用

開始している。 

 ・２０１０年に完成した地球市民交流センターでは、市民参加・交流活動の核となるような多目

的・多用途機能の空間を提供し、多くの県民に利用されている。 

 ・２０１５年に完成した大芝生広場野外ステージ周辺では、レクリエーションの場として多く

のイベントが開催されている。 

 ・中核広域防災活動拠点については、２０１４年に備蓄庫が整備され、防災活動に必要な施設は

概成している。 

【事後評価に準ずるフォローアップ】 

 ・本公園は２０１５年秋に、愛知万博１０周年を記念して開催された「第３２回全国都市緑化あ

いちフェア」のメイン会場として活用され、５８日間の開催期間中には７３万人の来場者で賑

わった。 

2)未着

手又は

長期化

の理由

・「ジブリパーク」に関連する公園施設整備に伴う事業期間の長期化 

  ジブリパークに関連する公園施設の整備を行うため、事業期間を延伸する。当該整備は２０

２０年度に着手し、概ね２０２６年度末に完了する見込みである。 

2001 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

調査・設計
工事
◇園路
◇広場
◇植栽
◇日本庭園
◇フィールドセンター
◇駐車場
◇廃棄物再生利用施設
◇自然体感遊具
◇スケート場
◇野球場
◇テニスコート
◇多目的球技場
◇地球市民交流センター
◇愛・地球博記念館
◇備蓄倉庫
◇西口休憩所
◇体験学習施設
（あいちサトラボ)
◇野外ステージ
◇ジブリパーク関連

計画

実績
24.6

92.515.5

27.0

工種
区分

事業

費

(億円)
211.9

計画
【①】

実績
【②】

達成率(%)
【②÷①】

計画
【③】

進捗率(%)
【②÷③】

－ 151.4 － 194.2 78.0%

252.0 263.5 104.6% 351.0 75.1%

工事費 252.0 263.5 104.6% 351.0 75.1%

用補費 － － － － －

その他 － － － － －

これまでの計画に対する達成状況 全体進捗状況

面　積(ha)

事業費(億円)
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3)今

後の

事業

進捗

の見

込み 

【阻害要因】 

・本事業は、ジブリパークの開業に合わせて実施するものであり、２０２１年度から本格的に整備

に着手している。また、残事業については、ジブリパーク関連整備が完了した後、順次進めてい

く予定であるが、残事業量は多くなく、事業期間内に完了できる見込みである。 

【今後の見込み】 

・事業の長期化は、ジブリパークの関連整備によるものであるが、整備は着実に進んでいること、

残事業量も多くなく、ジブリパーク関連整備の完了後に進めていく方針であることから、今後概

ね５年で完了できる。 

判定 

Ｂ

A：これまで事業は順調であり、引き続き計画通り確実な完成が見込まれ

る。 

B：次のいずれか（該当する項目に「○印」を付ける） 

・これまで事業は順調である。今後は多少の阻害要因が見込まれるもの

の、一定の期間等を要すれば、解決できる見通しがあり、ほぼ計画通り

の完成が見込まれる。 

・これまで事業が長期化していたが、事業期間を延長（完了時期を2020

年度から2026年度へ延長）したことにより、今後は阻害要因がなく、

ほぼ計画通りの完成が見込まれる。 

・これまでの事業長期化により、事業期間を延長した。今後も多少の阻害

要因が見込まれるが、一定の期間等を要すれば、解決できる見通しがあ

り、ほぼ計画通りの完成が見込まれる。 

C：阻害要因の解決が困難で、現時点では、事業進捗の目処がたたない。 

【理由】 

・事業内容の変更に伴に、事業期間を延伸したが、計画どおりの完成が見込まれる。 

③

事

業

の

効

果

の

変

化

1)貨幣

価値化

可能な

効果

（費用

対効果

分析結

果）の

変化 

【貨幣価値化可能な効果（費用対効果）分析の算定基礎となった要因変化の有無】 

 ・事業費の増加と事業期間の延長 

 ・大規模公園費用対効果分析手法マニュアルの改訂 

【貨幣価値化可能な効果（費用対効果）分析結果】 

 ・本事業の費用便益比は２．８（≧１．０）であり、事業効果が期待できる。

※金額は、社会的割引率（４％）を用いて現在の価値へ換算したもの。 

【貨幣価値化可能な効果（費用対効果）分析手法】 

・「改訂第４版大規模公園費用対効果分析手法マニュアル（国土交通省都市局公園緑地・景観課）

H30.8」 

・都市公園事業は、都市環境の改善や防災性の向上を図ると同時に、自然とのふれあいやスポー

ツ・レクリエーションの場を提供することを目的とした事業であり、直接的に公園を利用する

ことによって生じる価値と、環境機能や防災機能といった間接的に公園を利用することによ

って生じる価値を便益とし、それに要する費用と比較して求めている。事業採択にあたって

は、その値が１以上を要件としている。 

事業採択時 再評価時 再評価時(2回目) 再評価時(3回目)

(基準年：2002) (基準年：2011) (基準年：2016) (基準年：2021)

167.1 951.6 1,152.2 1,506.2

－ 284.2 341.9 307.7

167.1 1,235.8 1,494.1 1,813.9

233.6 2,732.0 1,871.0 4,035.6

－ 327.5 300.4 512.3

－ 363.1 341.3 504.6

233.6 3,422.5 2,512.7 5,052.4

ゾーン内人口（万人） － 964.3 914.7 914.4

ゾーン内世帯数（万世帯） － 378.5 367.1 378.7

利用者数（万人） － 127.5 158.7 156.9

1.4 2.8 1.7 2.8

効果
(億円)

利用便益

・ジブリパーク関連
施設整備に伴う利便
性の向上

・分析手法（マニュ
アル）の改訂

環境便益

防災便益

合計（Ｂ）

(参考)
算定
要因

費用対効果分析結果（Ｂ/Ｃ）

区分 備考

費用
(億円)

事業費

・事業期間の延長
・事業費の増加

維持管理費

合計（Ｃ）
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【変動要因の分析】 

 ・ジブリパーク関連整備に伴い、休憩所や案内所、展望施設などの利用者の利便性を向上させる

ような施設が整備され、利用便益が増加している。 

・事業費の増加と事業期間の延長、大規模公園費用対効果分析手法マニュアルの改訂に伴う計

測方法の変更等※が影響して、費用便益比が増加している。 

※大規模公園費用対効果分析手法マニュアルの改訂によって、競合公園の誘致圏距離が20kmか

ら 10km に短縮され、競合公園の減少に伴い便益が増加する傾向となった。また、費用便益比

の計測対象が、「部分供用開始から５０年間」であったのが、「全体供用開始から５０年間」に

変更になったため、便益の増加に影響している。 

2)貨幣

価値化

困難な

効果の

変化 

【事業採択時の状況】 

・当時の分析手法では計測困難な都市環境の維持・改善や都市景観の形成、防災機能の確保な

ど、公園が存在すること自体の価値が想定できた。また、居住・文化機能の充実など総合的な

地域整備への波及効果等も期待できた。 

【評価（１回目）（２０１１年度）の状況】 

 ・数多くのイベントやプログラムへの参加を通じ、家族、仲間、地域、自然、環境などとの関係

を再認識するとともに、新たな生きがいの発見や豊かな生活実現など、人の精神性を高める効

果が期待できる。 

 ・県内唯一の中核広域防災活動拠点である当公園は、全県に及ぶ災害や大都市の災害時におけ

る受援・広域活動の拠点となる重要な役割を担っている。 

【再評価（２回目）（２０１６年度）の状況】 

・２０１５年度に開催した「第３２回全国都市緑化あいちフェア」のメイン会場として活用する

など、県民の環境・緑化活動の普及、意識啓発等に大きく寄与している。 

・中核広域防災活動拠点の役割に加え、東日本大震災の教訓や南海トラフ地震による新たな被

害想定を踏まえた策定された「第３次あいち地震対策アクションプラン（2014.12）」での防災

上の位置づけにより、当事業の重要度が一層高まっている。 

・里山空間の利活用・里山づくり体験の場となる体験学習施設「あいちサトラボ」が供用開始

し、県民協働による活動が具体的に進展している。 

【再評価（３回目）（２０２１年度）の状況】 

・２０１７年５月に、愛知万博の理念を次世代へ継承するため、本公園に「ジブリパーク」を整

備するという構想が生まれ、２０１９年５月に「ジブリパーク整備の基本方針」をとりまとめ

た上で、公園施設の関連整備も含めて事業に着手している。 

【変動要因の分析】 

 ・本公園の機能とジブリパークの共存による新たな都市公園の魅力の創出に対する期待感が一

層高まっている。 

判定 

Ａ

A：事業着手時とほぼ同様の事業効果が発現される見通しがある。 

B：事業着手時と比べ低下が見られるが、十分な事業効果が確保される見通

しがある。 

C：事業着手時と比べ著しく低下し、現時点では事業効果が確保される見通

しが立たない。 

【理由】 

・費用対効果分析結果は１を上回っているとともに、事業着手時に評価した以上の事業効果が発

現できる見通しであるため。 

Ⅲ 対応方針（案）

継続

中止：上記①～③の評価で一つでもＣ判定があるもの。 

継続：上記以外のもの。 

Ⅳ 事後評価実施の有無と主な評価内容

■対象（事業完了後５年目） □対象外  

【事業完了後５年を越えて実施する理由・対象外の理由】 

【主な評価内容】 
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◇年間公園利用者数 

  ◇国際博覧会の成果を継承した県民協働のイベントやプログラムの件数 

◇公園利用満足度（アンケート） 

Ⅴ 事業評価監視委員会の意見

Ⅵ 対応方針


